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申
込
み
先

一
事
務
局
へ

麗
れ
た
町
の
史
鵬
（
6

）

サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
氏
滞
在
宅
跡

が
ら
、
今
年
は
夫
が
亡
く
な
っ
て
三
十
三
回
忌
の
年
で

す
。
歴
史
好
き
の
人
で
し
た
の
で
、
私
と
一
緒
に
見
学

し
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
致
し
ま
し
た
。
夏
に
は
法
事

の
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

友
人
に
誘
わ
れ
、
夫
の
好
き
だ
っ
た
歴
史
の
会
に
接

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
何
か
の
ご
縁
と
し
み
じ
み

と
想
い
を
新
た
に
、
一
日
の
史
跡
散
策
の
旅
を
堪
能
し

ま
し
た
。
次
回
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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績
を
観
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
二
宮
尊
徳
と
並

幕
末
農
村
指
導
者
で
あ
り
、
千
葉
県
を
代
表
す

偉
人
一
人
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

直

文

加

藤

隆

雄

を

後

に

、

匝

瑳

市

「

妙

雲

山

飯

高

寺

（

飯

高腿
畔
）
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
階
段
よ
り
も
き
つ
く
思

九

十

九

里

浜

に

は

多

く

の

文

化

人

が

訪

れ

て

い

ま

参

加

す

る

皆

様

の

れ

る

急

な

坂

を

登

る

と

、

天

明

二

年

(
1
7
8
2
)

す

。

当

町

に

は

竹

久

夢

二

、

徳

富

薩

花

、

島

崎

藤

村

、

期

待

が

大

き

い

の

か

、

立

の

総

門

が

あ

り

、

一

礼

し

て

境

内

に

入

る

と

、

歴

高

村

光

太

郎

な

ど

、

多

士

済

々

。

ま

た

、

当

地

の

文

町

中

央

公

民

館

を

予

の

重

み

を

感

じ

さ

せ

る

杉

林

が

続

き

、

石

畳

の

正

面

化

人

と

し

て

、

中

西

月

華

が

お

り

ま

す

。

定

時

刻

よ

り

十

五

分

に

慶

安

四

年

(
1
6
5
1
)
に
再
建
さ
れ
、
平
成
十
四

月

華

に

関

し

て

、

『

町

誌

』

に

は

彼

が

書

生

時

代

、

も

早

く

出

発

！

参

年

の

大

修

理

を

終

え

た

県

内

で

一

番

大

き

な

、

重

要

文

神

田

の

下

宿

で

一

緒

に

過

ご

し

た

の

が

、

上

野

美

術

学

加

者

は

二

十

二

名

。

化

財

で

あ

る

講

堂

が

現

れ

て

き

ま

し

た

。

関

東

八

檀

林

校
鋳
金
科
の
川
崎
安
（
後
の
原
安
民
）
と
香
取
秀
真
バ
ス
は
、
県
道

3
•

関
西
六
檀
林
・
全
国
十
四
檀
林
の
諸
檀
林
中
、
第

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
華
は
、
川
崎
安
か
ら

0
号
九
十
九
里
ビ
ー
三
化
主
（
檀
林
長
）
心
性
院
日
遠
は
揺
る
ぎ
な
い
地

夏
休
み
に
、
彼
の
故
郷
、
大
磯
に
誘
わ
れ
、
初
め
て
「
海
チ
ラ
イ
ン
を
快
走
。
位
を
築
い
た
僧
で
、
ま
た
、
徳
川
家
康
の
側
室
•
お
万

水

浴

場

」

な

る

も

の

を

見

る

。

「

無

料

休

憩

所

」

と

な

県

道

3
5
号
に
入
り
の
方
（
養
珠
院
）
が
、
日
遠
を
深
く
帰
依
し
、
講
堂

っ

て

お

り

、

湯

茶

を

無

料

で

接

待

し

て

い

る

の

に

驚

い

旭

市

街

を

順

調

に

抜

を

寄

進

し

た

そ

う

で

す

。

昼

食

の

約

束

時

間

に

制

約

さ

た

。

け

、

県

道

2
8
号
の
れ
、
素
通
り
の
よ
う
な
拝
観
で
し
た
が
、
い
に
し
え
の

報

大

磯

は

、

箱

根

に

通

じ

る

東

海

道

の

宿

場

町

で

、

広

大

な

穀

倉

地

帯

で

学

僧

た

ち

の

姿

を

偲

ぶ

気

持

ち

を

幾

ば

く

か

持

ち

得

箱

根

の

温

泉

に

行

く

こ

と

を

「

湯

治

に

行

く

」

と

云

つ

あ

る

「

千

潟

八

下

3

」
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

会

て

い

た

。

「

湯

治

」

と

云

え

ば

、

箱

根

の

温

泉

に

行

く

を

後

に

し

て

、

一

陵

昼

食

は

｀

匝

瑳

海

め

し

街

道

の

「

そ

ば

処

割

烹

浜

こ
と
で
あ
る
。
「
湯
治
」
の
頭
に
「
潮
」
を
付
け
て
「
潮
地
の
端
に
あ
る
谷
（
な
が
べ
）
の
「
大
原
幽
学
・
跡
菊
」
で
、
そ
ば
と
海
鮮
丼
を
頂
き
、
満
足
し
ま
し
た
。

会
湯
治
」
と
い
う
発
想
を
描
い
た
人
が
い
た
と
、
川
崎
か
公
園
」
に
到
着
。
幽
学
が
天
保
年
間
（
1
8
3
0
,
4

昼
食
後
は
、
多
古
町
の
「
正
東
山
日
本
寺
（
に
ち

究
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
の
名
は
、
吉
田
4

)

に
門
人
の
協
力
を
経
て
耕
地
整
理
さ
れ
た
字
石
ほ
ん
じ
。
中
村
檀
林
跡
）
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
鎌
倉
時

研
健
三
（
吉
田
茂
首
相
の
義
父
。
吉
田
茂
は
養
子
に
入
っ
（
は
ち
こ
く
）
の
整
然
と
区
割
り
さ
れ
た
貴
重
な
田
代
後
期
の
元
応
元
年
（
1
3
1
9
)
に
中
村
法
華
経
寺

i
店
華
は
、
九
十
九
里
浜
六
十
キ
ロ
に
及
ぶ
白
砂
青
冦
碑
直
弐
辛
’
が
TG18碑
匹
元
砧
墳
号
吟

□畷
邸
疇
躯
デ
戸
碑
呻
呻
叫
似
畔
直
紅
。
開
遭
嘩
茫
年
を
ー
知
的
凶
ご
年

直
松
の
海
岸
は
、
大
磯
よ
り
遥
か
に
勝
っ
て
3

る
と
思
い
、
に
住
居
兼
教
伝
所
と
し
て
提
供
さ
れ
た
建
物
前
に
き

6
の
学
坊
が
あ
り

2
7
0
年
間
に
延
べ
1
0
万
人
が

．

九

十

九

叫

浜

に

も

、

こ

ま

し

た

。

国

指

定

史

跡

の

建

物

で

、

質

素

で

も

丈

な

全

国

各

地

へ

巣

立

っ

て

行

っ

た

と

の

こ

と

で

す

。

特

に

二

で

．

一

造

り

で

、

土

台

の

木

部

も

朽

ち

て

無

く

健

全

な

状

に

階

建

て

の

講

堂

が

珍

し

い

。

九

疇

‘

み

と

決

意

し

た

と

あ

り

ま

感

心

し

ま

し

た

。

次

い

で

四

十

段

の

石

段

を

登

り

記

最

後

は

、

成

田

市

の

「

日

本

の

歴

史

公

園
1
0
0
選」

す

。

念

館

に

入

館

。

幽

学

の

著

作

や

日

記

、

書

簡

、

書

の

「

三

里

塚

記

念

公

園

」

を

訪

ね

ま

し

た

。

こ

の

記

念

，
卜
'
i
t
月
華
は
、
地
元
知
識
着
物
、
刀
な
ど
、
ゆ
か
り
の
遺
品
類
や
、
そ
の
生
涯

3

公
園
内
に
は
、
お
よ
そ
1
0
0
年
に
も
及
ぶ
我
が
国
の

・
,
i
『
4
オ
齢
疇
唸
贔
紅
玲
を
結
成
。
事
務
所
を
西
の
下
戸
村
岩
吉
郎
宅
？
と
ホ

□
耀
コ
輝
頂
5
ぽ
袢
↓
恥
＇
直
配
暉
紅
螂
認
紐
血
遺
吋
た

輝
，
．
J
ダ
募
り
、
片
貝
海
岸
に
「
無
メ
ン
バ
ー
も
、
教
師
・
医
師
•
町
政
担
当
者
・
地
知
貴
賓
館
、
防
空
壕
、
や
高
村
光
太
郎
の
文

ぶ

．．
 

料
休
憩
所
」
を
開
設
し
識
人
な
ど
を
集
め
、
活
動
と
し
て
同
人
誌
の
発
行
定
学
碑
な
ど
が
あ
り
、
係
員
か
ら
は
各
施
設
に
つ
い
て
、

一
．
．
＇
｀
た
。
期
的
会
合
、
名
士
を
招
聘
し
て
の
講
演
会
、
海
水
場
内
容
の
あ
る
ご
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

↓

9
.
9
.
，
｀
鶴
巻
教
授
の
「
片
貝
の
整
備
な
ど
、
活
発
な
運
動
を
展
開
し
た
。
今
回
は
、
訪
ね
た
箇
所
が
多
く
、
時
間
的
制
約
が

ベ

d．
各
の
文
化
・
文
芸
•
町
起
会
の
維
持
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
寄
付
な
ど
、
＿
員
あ
る
中
、
充
実
し
た
北
総
の
史
跡
巡
り
で
し
た
。
役
員

＂
こ
-
ー
f
こ
し
運
動
」
を
見
る
と
、
同
士
で
工
面
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
無
料
休
憩
の
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
デ
＇
》
直
砂
叙
呼
五
即
衿
碩
噌
費
に
つ
い
て
は
、
後
に
町
の
補
助
が
出
た
あ
＿
一
事
務
周
／
村
松
英
一
記
＿
＿
天
気
も
良
好
に
て
、
快
適

卓

の

熱

意

に

感

心

す

る

。

月

華

は

、

東

金

の

文

化

人

た

ち

と

も

i

ん

に

交

し

な

研

修

が

出

来

た

。

最

後

-
』
〖
宣
言
警
髯
言
｀

B
[
響
犀
国
『
[

気
ク
な
＼
い
！

第 6号

九
十
九
里
浜
と
文
化
人
(

1

)

中
西
月
華
と
向
上
会
1

戸

村

九
月
十
六
日
の
「
史
鵬
徽
賣

n」
の
記
縁

秋
の
北
総
史
跡
を
訪
ね
て

万

1

9
ヶ
i
.
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こ私々‘！当！をはノ開末亡 い夏ら時下兵ら三敷らシ！さミ／日？車ら示終しでちいを疲日を東昭
とはを栄 を 粉疲ル墾で者日払のの、三の薪十設れべ れ了本フにゆに戦たの戦‘続れに振軍和
を、！養食施医にれマなしも毎い日作鼻十監を Cのたリ特る にジ乗るよを゜勝友命け果終り司ニ
臼案 失事す薬し果制どtヨ毎にな中業先 S視焚用外作アにのア帰オせ武り牛 利同がてて戦な令十
灼卜 調はよ品ててて、力泊衰？‘しまでと四付いは遊業捕騒だへれスら器‘荘 を志けい にが官年ii~攣攣叫雪諄召炉翻達粒叫謡杓醤羹含緯訂 青＾

与悼怯麟噂謬：謳攣誓閂五危］国だ
品店多昇｛で＄下間，制人な腐顔應盆門忍沿：且盃令琴旱t勺~:0;塁召信奏安房tヨ［t聟塁t 畠t贔 ‘だ状網こ痢iご・的塩業やなで しの大断ら？兵捕反道れ、下り々戦左て知せで一長勇
ず死け紅とを及にまでを手り、の気てて変され拝虜対本武全 Lのい当‘らに軍贔胃団

突日 寸のの気でしび作た飢！足 作温のなれ‘同のに線数装員 ‘為でにソず来使
然本前質中に良て‘業一ぇを手業は作前作て翌じ身‘に日解 とたあ油連にたと旬 と

の素で笙＜し日 を人ゃ捕刺でで低業日業い日 心と列 、後除‘ノ て行つ断軍我゜し頃員し
r よなのたなま本 ！と寒虜さ 擦‘いを‘でたか境し車 こ を連 もったのとが八て

帰帰ぅも生らつい人 出さたれり私時‘夕‘鉄らなてはこ貨し兵残た゜出の部月‘塁縫て
国れなの活、て‘た荒るでち‘なはでソ方地道課の連西か物‘の念戦私来激隊十白、

亭問誌猛霜五髯虚揺魯I¥ 
｀即疇長詮ヽ汀嬬贔謬濯揺三：1こ、と
隻そは激三-,5、愛がくれ真家大を れれ笛命てれしたま

来支戦男親‘くがられたつで声要 るるが令 るた順し

繕類胃｀｀江塁謬徊診の 南雄虹；くいをー山ん日 を」‘て出，ぱで‘
事度洋兄出元た帰泣報皇形ぢ史 待゜し~;まこれ‘全
゜招碕は来気父っき告ぐミ昭！ ち同よ尽上とfこ私員

五集 すで親てをすろ 和-,望僚い都可嬉としまー
さ集横にいしま来しる'---無ー舞 んのょの し喜二回

ざれさ浜済てすて‘とが事干鶴 で皆四舞 ＜、、週に もしまの間れすにtヨ神主す』閣茂年跡究
也のま臼＜お‘出帰三港いさ年鶴 っ蘊間は安‘前に‘°鎮社祭る古を原は散会九

な枷れ互涙迎る年臼 たんぶ港 てしま遅帰 ら比に鎮青天座茂へ神弟事訪市大策で十
‘死戦需ヵば迅：たいをぇこ九ぃ こもりへ 、れれ 力‘売止座葉候す原もと橘記ねの網とは九

帽賃；互詞攣与豆詞ね五ず応認ほ認皐翡謬闘t』
がれ四で当っとをなれ出日！ し気家て で 1国名 う御四本々恵社本ま橘命登た・市‘の土
と‘男のとにて゚ 抱が‘来‘'--- よでのの 生‘命前 つ霊t:殿のまで納し樹を場゜仏と今史研

＾地と後ーり櫛恋もが野相 次にめとのおごさに自海こ船渡吾言をる追御入次が定反命景説 と
参に伝に古て＾歌情安あ火模こ さの敷て‘上いとえ易ら神のをろ東に葉下神い報り皇々二し乱は行物を萩思

のを否つにのの火ね歌き上荒にて.......,し^ 命の東ぐう征死がす
文つら‘記御＜す贈をだ囲国歌中さを詰総波敷‘奏政かを怒征るとのね一°まちさ出ほ平呈‘起父｀～あり倭れ
献てれ小←陵しぐで問アま造は＾し詠めへはい菅 巴海りにぐし途と古勅？をれ雲西定は大こ帝の年上建ま
11知て高は＾マ後たっ→れの ほ んた渡自て畳云臼 にを従るた中思事命らかtョ建方の倭和しの皇代げ命し

竺：互溢悶差冒~,苫径99書危寒孤笙畠9そ黛き；茎皐悶そ門悶王芋ビ喜委呈請盆喜息祠入魯平は一畜存[T]§疇信:息:9息；予〖§［；歪零〗宍姿：］蚕蓉届蚤；：穿§[：；委!I~誕：9l1;』翡寄
苫塁冨悶；彗゜〖認嘉て燃認畔化齢；：鯰翡認冠譴；翡器戸量
事 と橘神忍乃後感炎々にく問ゆそぅ橘てr―てむ゜身弟出れ道゜る‘倭ょ国」り帰 悶命し地んけし
記 に比社置ち‘ 謝の脱火前ひる と比、tn絹と、゚→御橘来狂......., o建'---+間帰途ヵ、をなで又がた＜
戸 閑売のきそその中出をにし火す売船っ畳皇覆御あ供也ないか →命と二をつ のすい‘の いも
新静命本きのの気でし放君の る命をた八子子れと冗か‘ら 天の東国置て出 ょる人し名第と悲
潮なの殿ー櫛后持‘たた二は 時は前゜重に＄はな命っ皇上皇悲征のか天雲 ぅの等ばを十思じ
社良御のとをの ち何これ人も に海へすを申へ遣御っはた子総既痛の荒ず皇国 rでをし倭二うい

い陵背‘取御 と度と‘は ‘上進る波しりは子て‘゜のに にな命ぶににに ｀す平ば建代゜伝
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存退鼠。こ、＞
九十九里有料道路の智恵子橋

'屁，翌

き
つ
ね
の
提
灯
行
列桜

井

宏

橋

映
繭

『
智
恵
子
抄
』
の
撮
影
に
来
た

原

節

子

さ

ん

-i  ミ弓up— S 

九

十

九

里

有

料

道

路

の

真

亀

川

に

架

か

る

九

十

九

里

町

と

大

網

白

里

市

を

結

ぶ

橋

の

中

で

、

一

番

海

側

を

走

っ

て

い

る

橋

を

「

智

恵

子

橋

」

と

命

名

さ

れ

て

い

る

。

平

成

十

年

三

月

竣

工

。

高

村

光

太

郎

の

『

智

恵

子

抄

』

に

起

因

し

`
m叡
閲

そ

の

割

に

は

知

る

人

は

少

な

い

よ

う

だ

。

谷

川

良

枝

り

道

を

、

い

く

ら

進

ん

で

も

白

子

方

面

へ

牛

車

が

進

ん

で

私

た

ち

は

、

な

ぜ

か

二

階

へ

の

階

段

ま

で

上

が

っ

て

、

号

行

っ

た

そ

う

で

す

。

「

き

つ

ね

に

化

か

さ

れ

た

」

と

は

、

そ

の

姿

を

見

て

居

り

ま

し

た

。

太

田

屋

さ

ん

の

御

主

人

5

こ

繋

畔

賢

約

麟

配

っ

た

よ

う

な

素

晴

ら

し

い

道

路

の

這

四

這

虚

5
廷
蛇
詞
い
知
訥
記
秤
砕
5
．
．
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先

年

私

が

幼

少

の

頃

（

昭

和

十

四

S
十

五

年

）

の

思

い

出

と

な

り

、

森

ら

し

い

森

も

な

く

、

車

の

往

来

が

激

し

く

亡

く

ね

ら

れ

た

と

お

聞

き

し

て

、

ま

た

、

あ

の

日

の

光

話

で

す

。

き

つ

ね

の

出

る

幕

で

は

な

い

よ

う

で

す

。

代

の

世

の

中

景

が

思

い

出

さ

れ

ま

し

た

。

夏

の

夕

暮

れ

に

、

今

住

ん

で

い

る

家

か

ら

三

百

mの

ー

に

は

考

え

ら

れ

な

い

、

昔

の

不

思

議

な

話

嘩

す

。

東

へ

、

県

道

銚

子

飯

岡

線

よ

り

一

宮

ま

で

の

、

現

在

よ

り

ず

っ

と

細

い

、

い

わ

ゆ

る

準

県

道

が

あ

り

ま

し

た

。

真

亀

の

浄

泰

寺

の

こ

ん

も

り

と

繁

っ

た

境

内

が

、

私

の

先

祖

代

々

を

守

り

続

け

て

く

れ

る

お

寺

で

す

。

夜

に

な

り

、

辺

り

が

暗

く

な

っ

た

時

、

私

の

祖

母

が

繹
鯰
賛
砕
言
己
翡
碍
知
譴
涵
彗
甚

し

た

。

報

思

い

起

こ

せ

ば

、

百

m程
の

長

蛇

の

行

列

を

作

り

、

「

チ

ラ

」

、

「

チ

ラ

」

と

灯

り

が

付

き

、

上

が

っ

た

り

、

下

っ

会

た

り

、

ま

た

は

消

え

た

り

と

、

そ

れ

は

不

思

議

な

夜

の

光

景

で

し

た

。

や

は

り

「

き

つ

ね

達

が

寺

の

境

内

に

住

会

み

着

い

て

い

た

ん

だ

な

！

」

と

、

八

十

歳

を

過

ぎ

た

私

究

の

脳

裏

に

焼

き

付

い

て

居

り

ま

す

。

妍

ま

た

、

話

は

他

へ

移

り

ま

す

が

、

私

の

叔

父

に

な

る

、

土

元

農

協

組

合

長

を

務

め

た

桜

井

和

さ

ん

が

酢

の

醸

造

・

業

を

し

て

い

た

の

で

、

白

子

方

面

の

各

雑

貨

店

に

酢

を

里

配

達

に

行

っ

た

時

の

話

で

す

。

九

配

達

の

途

中

に

、

「

今

日

の

お

か

ず

に

」

と

思

い

、

＋

途

中

で

肉

を

買

い

求

め

、

牛

車

の

後

ろ

に

積

ん

で

、

夜

九

道

を

帰

っ

て

来

た

の

で

す

が

、

途

中

で

、

何

か

不

審

の

思

い

、

肉

の

買

い

物

を

見

た

ら

、

袋

が

そ

っ

く

り

無

く

な

っ

て

い

た

そ

う

で

す

。

そ

れ

で

、

南

の

白

子

か

ら

九

十

九

里

真

亀

ま

で

の

帰

て西よをそ鳥を鳥かフをな男て浜―~•9
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原

節

子

は

大

正

9
年

に

横

浜

保

士

ケ

谷

で

生

ま

れ

。

昭

和

3
8年
に

女

優

業

を

引

退

し

、

鎌

倉

で

隠

遁

生

活

を

送

り

、

平

成

2
7年

9
月

5
日

に

9
5歳
で

亡

く

な

っ

た

。

な

お

、

『

智

恵

子

抄

』

は

昭

和

3
2年
、

3
7歳
の

時

の

作

品

で

あ

る

。

な

お

、

共

演

し

た

青

山

京

子

は

8
1歳
で

、

俳

優

歌

手

小

林

旭

の

奥

さ

ん

。

記
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村

松

英

一
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